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希
望
者
は
二
割
以
上
の
自
己
資
金
を

開
業
振
興
の
う
え
に
大
き
な
役
一

に
な
っ
て
い
ま
す
.

一な
つ
で
お
り
、
そ
の
間
無
利
子
と

割
ぞ
果
し
て
い
不
中
小
企
業
者
の

一∞
“組
合
の
経
済
的
基
礎
が
強
固
で
一
な
っ
て
い
ま
す
。

団
体
内
臨
設
や
設
的
拡
充
な
ど
の

一

あ
る
と
と
。

一
ま
た
設
備
に
も
貸
付
け
ら
れ
ま

た
め
に
資
金
の
貸
付
け
を
お
と
な
一

⑦
賛
金
の
調
達、

返
済
が
確
実
と
一
す
が
、
該
当
す
る
も
の
は
澱
粉
製

う
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
認
め
ら
れ
る
も
の
。

一造
、
製
粉
、
製
め
ん
、

味
噌
哲
柏

ど
希
望
の
団
体
は
商
工
水
産
課
あ
一
①
資
金
は
そ
の
こ
割
以
上
巻
自
己
一製
造
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
五
月
七
日
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
一
負
担
で
き
る
も
の
。

一
と
の
場
合
の
貸
付
金
額
は
十
万

さ
い
。

一

ム
対
象
と
な
る
施
設
は
機
械
、
器
一
円
か
ら
二
百
万
円
以
下
と
な
っ
て

貸
付
げ
を
受
け
よ
う
P
す
る
回
一

具
、
建
物
お
よ
び
構
築
物
で
貸
一
お
り
償
還
期
限
は
施
設
貸
付
け
の

体
は、

つ
ぎ
の
要
項
に
該
当
す
る一
付
金
額
は

↓
組
合
当
り
二
十
万
円
一
場
合
と
同
じ
で
す
。

も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
と
一

以
上
で
、

償
還
期
間
は
五
カ
年
と
一

(商
工
水
産
課
)

り大村市政だよ(毎月 1日.10日.20日.発行)昭和34年 5月1日
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所
で
六
日
に
審
査

」

ム
そ
の
他
の
取
扱
い
に
つ
い

て

一

ば
い
運
動
一

周
年
を
記
念
し
て
、

は
、
従
来
ど
お
り
で
あ
り
ま
す。

一・
0

初
夏
の
花
き
展
。
を
冗
月
十
一ニ

対

話

揺

れ

目

配

道

路

を

舗

装

す

る

前

に

哀

悼

持

央

公

民

舘

は

早

め

に

窓

口

へ

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぉ
県
道
、
市
道
は
年
次
計
画
で
舗
一
現
存
舗
装
予
定
地
区
に
対
し
て
一
開
会
は

一
般
の
花
き
愛
好
者
の

分

促

昭

和
三
十
一一
葦
度
第
四

申
込
み
く
だ
さ
い
。

「

一

一

月
渓
ヨ
期
分
(
一
月
/
三
月
)

犬
一
装
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

未
舗
装

一は
、
課
員
が
お
知
ら
せ
に
伺
っ
て

一出
品
争
歓
迎
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
3
督

滞
納
保
険
料
に
督
促
4
4
一
道
路
の
埋
没
水
道
官
か
ら
分
岐
し
一
お
り
ま
す

な

通
知
も
れ
な
ど
も
一
多
数
出
品
さ
れ
あ
ょ
う
、
ま

-
J
一
~

こ

汚
物
搬
出
手
数
料
告
一

一
ニ

一

月

分

の

昭

和
一
て
、
水
道
を
取
付
け
た
い
と
希
望
万
ま
す
の
で
、
該
当
地
区
で
工

一

ラ

ノ
ア
」
一

1
1
月
「
干
昔
話

題

納

付

は

念

い

で

一二
十
了
て
お
ら
れ
ザ
グ
長
は
、
早
め
ま

ど

希

望

の

室

長

選
課
ヘ
間
一
さ
ん
の
観
貨
を
才
す
す
め
l
ま
ず
一
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

盟

三
年
度
一
月
か
ら
一
ニ
月
ま
で
の
旦
に
水
道
課
〆
ふ
ん
い

L
什
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

出
品
者
は
五
月
十
音

寺

中

央

享

に

納

め
て
い
た
だ
か
な
か
っ

民
健
康
保
険
料
の
滞
納
分
に
対
し

一

舗
装
後
の
道
路
お
き

す

る

一

な

お

話

さ

く
を
必
要
守
る
一
会
民
館
ヘ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一た
人
に
対
し
て
、
主
月
九
日
付
で

て
、
五
月
九
日
付
で
督
促
状
を
出
ア
」
と
は
、

国
家
的
に
み
て
も
損
失
十
水
道
工
事
は
舗
装
後
は
雪
期
間

一

(

山

央

公

認

)

一帯
促
状
重
出
す
予
定
に
し
て
お

す
予
定
で
す
。
督
促
状
を
出
す
と
一
で
、
ま
た
舗
装
破
損
の
復
旧
費
は
一
困
難
で
す
か
ら
と
協
力
巻
お
願
い
一

i

l

i

-

-

一り
ま
す
。

保
険
料
の
ほ
か
に
翼
手
数
料
を
一
裏
で
あ
り
、
復
旧
費
は
水
道
工

一
し
ま
す
。

十

一

し
た
が
っ
て、

督
促
状
を
差
出

一
通
に
つ
き
二
十
円
徴
収
す
る
と
一
事
費
の
中
に
含
ま
れ
て
、
申
一
番

一

(

水

道

課

、
筒
三
四
一二
二

十

七

日

に

空

港

開

き

一す
と、

一
通
に
つ
き
二
十
円
の
督

と
に
な
り
手
(
保
険
衛
星
観
)
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

一

1

1

1

1

1

一

一

告

を
徴
収
す
る
乙
と
に
な
り
ま

一

一
市

民

待

望

の

空

の

道

一
rの
で
、
未
納
の
方
は
早
自
に
納

資

湘

で

電

話

電
々
公
社

一

一

λ
し
て
く
だ
さ
い
。

線

路

工

事

中

畏
附
望
丸
一

五
月
十
七
日
午
前
十
一

時
か
ら
一
ま
だ
告
知
容
を
受
け
取
っ
て
い
な

通
信
部
で
は
萱
糊
地
区
の
鹿
利
公
一航
空
間
、
県
、
佐
位
保、

毘
崎
、

一
い
人
は
保
険
衛
庄
一
課
の
窓
口
(
ま

衆
電
話
設
置
の
た
め
線
路
一I
一事
を
一地
元
大
村
の
三
市
と
一ニ
市
商
工
会一
た
は
出
強
所
)
に
市
出
て
く
だ
さ

四

男

干

一
日
か
ら
六
月
五
白
ま

一議
所
的
関
係
者
を
は
じ
め
、
県
下
一

い
。
特
に
年
度
末
の
重
で
あ
り

で
原
、
荒
…
捌
地
区
け
実
施
し
ま
す
一
の
招
待
者
約
四
百
名
が
空
港
内
に

一ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

工
事
期
刷
申
は
土
地
の
踏
荒
し
一
あ
る
格
納
庫
で
盛
大
に
哀
惜
開
き

一願
い
し
ま
す
。

ゃ
、
や
む
な
く
、
竹
木
の
伐
採
な
一を
挙

行

す

る

乙

と

に

な

り

ま

し

た

一

(

保

険

理

課

)

ど
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
一
乙
の
日
は
全
日
空
の
好
意
で
特
一

ill--
i
4
|
|

関
係
者
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
一
別
に
招
待
芝
乗
せ
て
、
犬
村
間
一

ま
す
@

(箇
々
公
社
)

一上
巻
飛
ん
だ
り
‘

操
縦
者
や
ス
チ一

五

月

分

お

米

配

給

ユ
ワ

1
デ
ス
に
花
束
問
虫
が
行
わ
一
内
地
米

れ
ま
す
。

一徳
用
米

ω

市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
日
は
揃

一徳
用
米
同

っ
て
参
観
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一徳
用
米

ω

(商
工
水
産
課
)
一
計

ご・高じ:で'す:か

o 硝子の雲りを防 ぐには=湯殿や台
所などのガラスは、湯気がかかると雲

りやすいが、 とれを防 ぐためには、 ま

ずガラスをきれいにふき、乾 いた布 じ

グリセリンを浸して、まんべんなく塗

る。。局ローソクの利用=短くな った ロ
ーソクや、たれた涙 ローなどをまとめ

ておいて、 適 当の分量 にな ったら ロー

くずを小銅に入れてとか し細長いボー

ル箱に糸か、 ヒモをたらして、とげた

ローを入れて冷やすと、風変りなロ ー

ソクができる。

取
ま
と
め
納
入
団
体
は

納

税

組

合

に

改

正

の険口木戸庶
国
民
健
康
保
険
条
例
的
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
保

H
A

険
料
は
保
険
税
に
変
り
、
地
方
税

法
お
よ
び
市
税

必
川

条
例
が
舎一
面
的
に
準
用
さ
れ
る
乙
と
と
な
り、

一
般

匹

片

山

市
税
と
の
関
係
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取
ま
と
め

国
納
入
団
体
に
対
す
る
ほ
う
賞
金
の
交
付
芝
つ
ぎ
の

よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
乙
の
趣
旨
を
ど
理
解
の
つ
え
、

一
一
閣
の
ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
従
来
、
「
国
民
髄
康
保
険
料
取
一
場
合
、
一
件
当
り
十
円
、
十
五

ま
と
め
納
入
団
体
」
と
よ
ん
で
い
一
円
、
二
十
円
と
三
段
階
に
分
け
て

た
の
を
「
閏
民
健
康
保
険
税
納
税

一ほ
う
賞
金
を
交
付
し
て
い
ま
し
た

組
合
」
と
改
め
ま
し
た
。
既
存
の
一
が
、
昭
和
三
十
四
年
度
四
月
期
保

「
団
体
」
は
特
別
な
届
出
を
必
要
一
険
税
か
ら
一

般
市
税
ど
同
様
に
、

と
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
「
組
合」

と
一
組
合
に
よ
り
取
ま
と
め
て
完
納
さ

し
ま
す
.

一れ
た
保
険
税
額
の
百
分
の
三
(
当

ほ

う

賞

金

は

当

分

の

一
分
の
閥
、
百
分
の
五
と
す
る
)
の

間

百

分

の

五

を

受

付

一ほ
う
賞
金
巻
交
付
す
る
乙
と
に
改

ム
従
来
、
取
ま
と
め
て
納
入
し
た
一正
し
ま
し
た。

hHAW』
仙

H
J
v
h
H
w
h
u
V仏
H
w
t
l
w目
mu川
町
百
川
U
仏

M
M
U
U川
町
川

Ar川河
川

t
i
w
u仙
A
MMmHMwumHWUJ
VUSE-

上 :… … 一一一一一一一一ーーーーー 一一一一 : 導

三 ;動く料理教室てぺ事森

重;策養食の実演 11・12日;首程
さ所ま •• ~.一一一一 一一 ー ャー…一一戸… ー 一一 せで

び 士 でか 普 活 識袈 と ま を つ栄 の では
大三、る 及 改や 食 れ ず実く護と 、栄
豆 名栄もそ普食めは 。演り食おつ 獲
製に盤のはゆ生知栄 し万のりぎ指

生
活
に
H

う
る
お
い
ι

を

五
日
は
童
話
や
人
形
劇
で
楽
し
く

水
道
の
家
庭
引
込
み
は

品
を
用
い
た
食
事
の
調
理
方

法
を
指
導
し
ま
す
。

マ
五
月
十
一
日
(
午
師
九
時

コ
δ
分

i
十一

時
)
岩
松

駅
前

マ

同

(午
捗
O
時
一ニ

O

分
J
一一
時
)
中
央
公
民
舘

マ
横
同

(午
後
三
時
J
四
一

時
三
十
分
)
顕
訪
公
民
舘
ふ

マ
五
月
十
二
日
(
午
前
半
時

v

i
十
二
時
)
宜
瀬
出
張
所
吋

マ

同

(

午
後

一
時
三
十
骨

分
J
一二時
)
郡
中
学
校
々

一

庭

一

(保
険
衛
生
課
)

l

i

 

l

-1
 

が
行
わ
れ
ま
す。

と
の
ほ
か
保
育
所
な
ど
の
児
童

福
祉
施
設
や
、
町
内
な
ど
で
も
、

と
ど
も
を
中
心
に
し
た
い
ろ
い
ろ

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

未
納
の
ご
み
手
数
料

初
夏
の
花
き
展

一
五
日
一
一
日
(
陣
稲
)

四
日
(
台
湾
)

一
五
日
(
外
米
)

ニ
六
日

Ez--Et--32A
一
巻
提
出
し

τく
だ
さ
い。

お
米
屋
の
登
録
変
更

…一

i
lL
宮
)

…

"-m日に
申

請

手

続

き

を

…

一

赤

ち

ゃ
ん

は

ど

う

ぞ

現
在
登
録
し
て
い
る
お
米
屋
を
一に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

未
登
録
一

西
日
本
赤
ん
坊
大
会
を
五
月
六

変
更
し
だ
い
消
費
者
は
、
つ
ぎ
に
一
の
業
者
は
登
録
手
数
料
九
百
円
を
一
日
午
前
九
時
か
ら
大
村
保
健
所
で

よ
り
変
更
申
請
書
ぞ
提
出
し
て
く
-添
え
て
、
五
月
十
五
日
ま
で
に
申
一
関
き
ま
す
。
該
当
児
は
昨
年
四
月

だ
さ
い
。

一
語
帯
巻
市
民
謀
へ
提
出
し
て
尽
だ

一日
か
ら
本
年
三
月
三
十

一
日
ま

A
変
質
問
問

五
月
十
九
、
二
十
日

一さ
い。

一で
に
生
れ
た
者
。
大
村
地
区
予
選

〈一変
更
希
望
者
は
、
印
鑑
及
白
土一

な
お
現
在
、
登
録
を
し
て
お
ら
一
会
で
地
区
代
表
を
決
め
、
代
表
児

食
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

一れ
る
業
者
で
あ
っ
て
も
台
根
整
備
一は
県
大
会
、
西
日
本
大
会
に
出
場

A
買
掛
金
の
あ
る
人
は
変
更
で
き
一
の
た
め
申
請
書
(
手
敬
料
は
不
要
)
一し
ま
す

.

(

大

村
保
健
所
)

ま
せ
ん
。

〈仏
代
珂
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

A
登
録
変
質
は
市
民
課

(出
張
所

地
区
は
出
畑
町
所
)
で
行
い
ま
す

申
請
容
は
市
民
課
(
出
鴨
所
)

に
準
備
し
て
あ
り
玄
す
。

精
米
業
者
は
登
録
申

請

書

を

何

回

ま

で

に

米
関
の
拘
精
を
行
っ
て
い
る
業

者
は
、
米
加
融
持
梢
業
者
の
登
録
J
f

よい子に育てよう
り動 。 十間日心 。 基
ひ 。 青-//まにと い 児
ろが少日がで 、どて京
げ 全年ま 、。 五も、踏
ら担保でー児/]の五離
れ ー純 一 日雷か日月の
ま斉背カか福ら 。 五精
ずに 成月 6 主l上十を白 神
。く運 間三 退iー中のに

他 画 生学日 ス髪者
レ 劇、 児 午ま を 、の市
ク 、一 重 後 たい 入皆 で
リク 般文 一 教た 浴さは
エ イ 児 化時 育 し料ん週
|ズ 主主班三委 まな の 間
シ 、をを十闘すど 協 中
ヨ人 対招分会@のスJ理
ン 形象 き か で 御jそ髭
σJ削に、らは 弓|得
会 、、意 小長 五 サ て浴
在そ 話 中 崎 月 1 、;場
催の 、学大五 ピ 理業

福市 表 イはわ ず し
祉 営 五者 ・ 、れ きと
腕 グ 月 百 ガ市 るらさ と
震 ラ 十名 l内、に せ ど
ン 日 が Jレのと五 ま も
容ド に参 ス 子ど月 す の
児 では加 カ 供も 三。目
撃 、午し| ク 四日 そ
の県前まトラ用調 一
野 下 八ずなプ下 早 日
球の時 。ど、大 市 楽
大 兜 か の ポ会で し
会 重 ら代 1 ~ζ 行く

て 派 も まパ成わ
いなたわずロ 長 れ背
く社 ち た 。メ は、か
つ会がし l 、ま ら
と人健た タ そた 。
め とやち |の、子
がなか、 と国とは
あるに お も の ど国
りよ明 と い興もの
まうる な わ 隆の 宝
ずに く は れ を 健。
。育、と て 示 全と
て 立 ど いずない

，.l- 的 々と 年 育 と
おな 発 ど悶年 ち ろ育児 童 児児
と 活足 も 体 婦かた て重 ん重 重
な 動し ク何 人 口 つ広は ぜは は
が彩 、ラ育 問 ろでれ、品 、人
協促とブ成体はある よ れ社と
力進ど 、に等 、 り いる会し
し レあと力の拙ま 環 。のて
合てたどが肝域す 境 ー尊
つ 、ちも 入 入や。 の 員 ば
ア と め会れり町 な とれ
磁ど自がらで内 か しる
j兇 も主 税れ 少 、 で て

う突を時なとん す 成協の
トー事み問いどは 。果力努と
す和てをのも仕ま在に力れ
る聞や とで と事たあ よ だは
ι いつど 、ー で、げ る け
ど にたも で緒 摂家ると で単
がりり とき に fi'，j庭こ とな に
、、す ぷい留で しがくそ
よ話常どだる 守 は c-、、 の
い ぺノ校しけと!跨ニわ が よ全 哨
:合でて多どちとで 1) 干fj域
γ 弓の勉くがでうきょ民間
背よ出引の少 、ざま いの体

す泊うかう いも家庭
とににかどとた ら だでと
とうすきかれいいん 、ん
にるるず、 は台 、らとど
なおと行 と 毎 思有 ん~ の
りい、弓月月い意の も 調
(まと と将 も、実義 機 存関
前 L 、ど閣の日すに会中 に
ネ11:.t: 来 、 そ誕を。過 を 心 は
事うしたつ住持そ しもと と
務、みちけ日め てうしく
所 存のる にで もけ た に
) 増 生 よ は行 らて 一家

何

回

J
何

回

公

民

舘

大
村
花
き
闇
芸
同
好
会
で
は
、

皇
太
子
御
成
婚
と
大
村
市
花
い
っ

五 ~I
i;i ， 
!尼
輩
憲
章
の
前
セ

の
浄
化
、
不
良
化
防
止
な
ど
に
大

ぎ
た
役
割
か
果
し
て
い
ま
す
。

て
る

一因
と
も
な
り
ま
す
。

転
出
転
入

，A
1

市
内
楽
勤
も
合
a
訂
正V;
外
場
合
は
必
ず
町
務
連
絡
委
員

へ

γ
J
公
ひ
じ
、M
J

r
日
刊
，
早
小

t
1

L

を
経
由
し
て
、
市
民
課
内
出
張
所
地
区
は
出
版
所
J

べ

一川
出
て
く
だ
さ
い
。



mw
考
え
方
の
相
違
ー
も
あ
っ
て
、

一
3
公

民

舘

活

動

の

積

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
問
題
竹
」

一

極

的

推

進

す
が
、

一
方
的
に
大
人
の
要
求
一

施
設
、
設
備
の
拡
充
に
努
め
、

を
押
し
つ
け
る
の
で
な
く
、
子
一
各
関
係
団
体
の
連
け
い
を
強
化

供
の
考
え
方
や
宮
い
分
を
大
き

一

し
て
、
お
う
盛
な
公
民
館
活
動

教
育
委
民
会
で
は
一
記
し
て
み
ま
す
と
、
一
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
な
気
持
で
よ
く
聞
い
て
や
っ
て

一

の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。

昭
和

一一
十
四
年
度
一
袋
習
は
学
刀
を
進
め
る
支
に
一
@
と
の
た
め
に
は
、
担
任
の
先
生
く
だ
さ
い
。

一乙
の
ほ
か
視
聴
覚
警
に
よ
る
文

の
大
川
市
警
方
一
大
切
な
こ
と
で
す
。
毎
日
欠
か
一
や
進
学
・
就
職
関
係
の
先
生
と

)子
供
の
し
つ
け
は
、
家
庭
の
か
一化
活
動
の
促
進
ゃ
、
図
書
舘
君

主
決
定
し
ま
し
一
子
、
わ
ず
か
の
富
で
も
、
一
じ
ゅ
う
ぶ
ん
話
し
合
っ
て
、
そ
ん
き
ょ
う
に
大
き
く
え
い
き
ょ

一
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
、

涜

た
が
、
そ
の
お
も
一
学
校
で
学
習
し
た
乙
と
を
復
習
一
の
生
徒
に
適
す
る
道
を
決
定
す
う
さ
れ
ま
す
。
あ
た
た
か
ら
一番
グ
ル
ー
プ
務
育
成
し
て
、
認

な
弼
力
目
標
は
っ
一
ず
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
一
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
る
い
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
き

一の
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す

ぎ

ωと
お
り
で
、
一
ぃ
。
一
⑦
昨
年
か
ら
「
道
徳
の
時
間
」
が
を
つ
く
る
よ
う
お
互
い
に
気
を

一

体
育
の
面
で
は
各
競
技
団
体
の

と
れ
に
従
い
一
そ
志
家
の
手
伝
い
も
あ
り
ま
し
ょ
う
一
設
け
ら
れ
て
、
一
そ
う
し
つ
け
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一活
動
を
助
長
し
て
き
の
人
が
ス

う
教
育

ω向
上
に
一
が
、
と
の
復
習
の
た
め
の
時
間
一
の
面
に
つ
い
て
の
指
導
が
な
さ
一
宮
し
、
子
供
の
生
活
や
富
に
不
l
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と

い
っ
と
め
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
一
巻
与
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
か
ぎ
一
い
つ
も
と
変
っ
た
と
と
や
、

一も
こ
競
技
水
準
が
向
上
す
る
よ
う

3

?。
小
、
中
学
生
を
お
も
ち
の
ど
一
し
ず
か
ぺ
勉
強
の
で
き
る
ふ
ん
一
り
で
は
と
つ
に
も
な
り
ま
せ
一
問
題
に
な
る
よ
v

つ
な
と
と
が
あ

τ引
め
る
と
と
な
っ
て
い
ま
す
0

1
安
躍
は
も
ち
乃
ん

一
般
市
民
の
皆
一
い
き
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
と
一
ん
。
格
別
、
ご
家
庭
の
ど
協
力
一
り
ま
し
た
ら
、
早
く
担
任
の
先

一

と
れ
ら
の
こ
と
は
従
来
、

護

主

す

ん

の

ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
一
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
一
と
ど
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
生
と
相
談
さ
れ
て
、
深
入
り
し

一

方
式
に
よ
る
講
禁
多
か
っ
た

E

F

ま

す

。

一

一

@
子
供
の
し
つ
け
は

一
口
に
し
て
一
な
い
う
ち
に
善
導
す
る
ょ
っ
い

一

叩

一

ゆ

宿

題
は
そ
の
日
の
う
ち
に
や
り
一

一

一

の
で
す
が
、
今
年
度
は
各
グ
ル

:

「

・

1

1

1

一

一

で

き
ま
せ
ん
。
子
供
と
大
人
と
一
た
し
ま
し
上
う
。

一

17
喝

一

学

校

教

育

関

係

一

と
げ
る
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
一

'

白

6

6

0

・白一

0

・

;

一

1
プ
が
、
自
主
的
に
い
ろ
い
ろ

一

0

0

.

、
一

と
き
に
は
忘
れ
る
乙
と
も
あ
一

一

一

一

な
問
題
を
出
し
合
い
、
話
し
合

一

事

力
の
向
上
ど
進
路
指
導
の
一
り
ま
し
ょ
ゑ
ら
、
宿
題
が
な

ご

話

し

合

い

活

動

を

推

進

…

一

い
に
よ
っ
て
勉
強
を
す
る
方
向

-

一

徹

底

一

か

っ
た
か
、
巻
注
意
し

τい
た
一

f

:

:

6

1

・・

一

仁
進
め
る
計
画
で
す
。

市

↑

⑦

道
仰
の
時
間
の
充
実
と
生
活
一
だ
く
と
と
も
大
切
で
す
。
一
尽
宮
教
育
関
係

一

級
、
乙
ど
も
ク
ラ
ブ
、
家
計
簿
一

た
と
え
ば
公
民
舘
な
ど
の
映
写

t
一

指
導
の
壁

一
④
中
学
校
の
生
徒
で
は
予
習
す
る一

'

J

-

一

グ
ル
ー
プ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
一

会
の
あ
と
、
そ
の
ま
ま
見
ば
な

一
一
一

諮

問

時

臨

む

一

む

い

は

戸

時

い

ほ

了

青

少

年

、

婦

人

、

一

成
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

一

れ

れ

れ

伝

説

日

開

示

一

出

山

:

一

う
。

一

成

人

教

育

の

振

一
2
新

生

活

運

動

の

推

一

し
合
い
巻
す
る
と
か
、

巡
回
文

一

家

庭

で

は

予

習

一
①
中
学
生
で
は
、
進
学
す
る
か
就
一

育
年
、
婦
人
団
体
な
ど
の
全
市一

進

一

庫
な
ど
で
図
書
を
読
ん
だ
あ
と

一

一

職
ず
る
か
、
将
来
の
道
を
き
め
一
的
な
組
織
の
強
化
を
は
か
る
と

一

一

お
互
い
の
感
胡
を
述
べ
合
っ
た

ω
T
1
1
1
v居間
ι
…一
る
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
と
も
に
、
支
部
の
グ
ル
ー
プ
活
一
市
民
自
ら
地
域
問
題
の
解
決
互
り
、
同
じ
本
を
そ
の
グ
ル
-
プ

・
一
と
の
こ
と
に
つ
い
て
家
庭
の
万
一

一
年
の
と
き
か
ら
、
早
く
進
路
一

動
の
助
長
に
努
め
、
地
域
の
婦

一

は
か
り
、
明
る
い
郷
土
社
会
の

一

で
説
ん
で
意
見
を
交
換
し
た
り

川
一
で
ど
留
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
一
を
定
め
て
そ
の
た
め
に
努
力
す
一
入
学
級、

青
年
学
級
、
成
人
学
一
建
設
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
す

一

す
る
と
と
で
す
。

日

-

g
t
3
3
3
7
3
1言
守

sttszaFi?を
官
舎

?3232PSミ
ミ、・

3
ミ
害
、
、
き
是
正

一

三
五
月
五
日
の
「
乙
ど
ら
の
日
」
一
た
め
の
注
意
か
た
め
る
日
℃
も
一
さ
つ
・
と
の
た
め
市
教
委
で
は
、
一
い
ま
す
。
市
教
零
で
は
本
年
二

一

じ

ゃ

が

い

も

が

の

防

除

法

四
一
は
、
こ
ど
も
の
人
格
ぞ
重
ん
じ
、
一
あ
り
ま
す
。

一

と
ど
も
会
の
結
成
者
奨
励
し
て
い
一月
、
第
一
回
の
指
導
者
講
習
会
を

一
町
一

と
ど
ら
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
一
と
ど
も
の
た
め
の
行
事
は、

単一
ま
す
。

一行
い
ま
じ
た
。

本
年
度
も
近
ぐ
第
一

ナ

ス

科

植

物

の

出

荷

は

検

査

後

に

(
一
に
、
在
感
謝
す
る
島
の
祝
日
一
に
一
時
的
な
も
の
に
終
ら
せ
る
と
一
と
ど
も
室
、
校
外
語
宗
主
二
四
季

つ
予
定
で
す
。

一

当
市
は
、
と
の
た
び
し
ゃ
が
い
五
必
ず
検
査
を
つ
け
、
葉
を
つ

け
一
で
す
。
乙
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
一

と
な
く
、
そ
の
地
域
の
と
ど
も
の
一
帯
利
用
し
て
、
楽
し
い
活
動
を
通
一
現
在
少
年
間
体
は
同
体
数

一四

も
が
の
特
別
防
除
地
域
に
指
定
さ

↑け
て
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
、
じ
ゃ

日
笠
と
の
白
書

民

と
ぞ
っ
て
、

次
代一

-

一

・
会
員
掌
十
一一百
名
が
あ
り
、
と
れ
五
月
か
九
十

一
月
支
で
防
除
す
-が
い
も
が
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

れ
四
一
帯
背
負
う
市
民
と
な
を
ど
も
の
一

よ

い

子

の

日

を

機

に

一
ど
も
の

行
楽
の
季
節
で
す
@
外
出
の
と
き
は
必
ず
戸
締
り
と
方
ギ
を
J

れ
ず
に
。

一

件

鰍

態

カ

の

向

上

と

準

路

指

導

の

徹

底

(ニ)

結
青
少
年
‘
婦
人
、
成
人
教
育
の
振
興

(才209号)

盛
況
市
内
に
婦
人
だ
け
の
読

ム
従
来
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
に
一
願
い
し
ま
す
。
一
無
料
で
法
律
相
談

書
グ
ル

ー

プ

が

発

足

し

、

順

調

限

定

さ

れ

た

免

許

証

を

持

っ
て
一

な
お
、
大
麻
の
せ
ん
維
ま
た
は
一
九
日
に
市
役
所
議
場

な

歩

主

つ

づ

げ

て

い

ま

す

の

お

ら

れ

る

人

は

、

限

定

解

除

申

一種
子
を
採
種
す
る
国
的
で
大
章
一
語
地
方
重
裁
判
所
大
村
支

で
、
近
く
本
紙
に
紹
介
す
る
予
一
ま
医
農
耕
作
業
用
一
請
芝
公
安
委
員
会
に
提
出
し
一
ぞ
栽
培
す
る
場
合
は

「
大
麻
取
締
一
部
で
は
五
月
一
言
語
法
記
念
日

定
で
す
o

)

一
ι
軒

、
劃
自
動
車
に
乗
れ
一
て
、
技
術
試
験
帯
受
け
て
認
定
一法
」
の
規
定
に
よ
る
免
許
壱
つ
け
一
の
行
事
と
し
て
、
五
月
九
日
午
前

間
体
、
公
民
館
活
動
の
な
か
に
一
動
で
あ
農
話
題
一
巻
受
け
れ
ば
、
軽
自
筆
者
運
一な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
@
く
わ
し
一
高
官
午
後
四
時
ま
で
市
役
所

砕

い

れ

臨

時

ふ

れ

一

組

問

時

間

関

一

ム
日

計

尚

一

一

計

十

一日

日

間

臨

時

間

盟

諸

守

締

結

誌

の
役
掃
す
る
(
研
究
課
問
自
一

1

1
動
車
免
許
に
改
一
運
転
免
許
霊
試
験
雲
を
受
存
け
ら
完
れ
る互

之三く是#だ九さ宗い
0

一い。

当
者
実
め
、
そ
の
人
が
つ
ぎ
一
特
車
め
ら
れ
ま
し
た
一
人
ま
、
と
れ

3
2、
や
ま

一

(
農
林
課
)
一
(
家
庭
裁
判
所
大
村
支
部
)

の

会

の

と

き

そ

の

研

究

を

発

表

一

間

動

が

、

と

れ

に

伴

一

り

劃

耕

作

業

町

動

?

?

一

一

し
て
み
ん
な
で
括
合
う
)
会
な
一
耕
白
い
、
つ
ぎ
の
よ
一
さ
れ
ま
す
の
で
ぶ
自
動
車
の

一…z-

民
主
伝
票
-
引
っ
=
勺
.
新
主
主
q.百
mm・-~

ど
を
聞
く
こ
と
は
お
互
い
の
発
一
農
軽
う
に
取
扱
要
領
一
運
転
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

最
一…
の
一
員
と
し
て
他
州
国
わ
赤
十
字

詰

に
加
入
さ
れ
て
お
…

宮
力
や
社
会
的
な
物
の
見
方
、
一
が
変
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
一
初
か
ら
経
由
蹴
車
運
転
免
許
試一

…
十
字
と
刀
存
合
せ
、
抑
留
者
ら
れ
な
い
方
々
も
、
赤
十
字

一

考

え

方

主

ぃ

、

自

主

的

な

活

一

し

ま

す

。

一

号

受

げ

ら

れ

た

方

が

よ

い

と

一一

動

こ

の

早

期

帰

還

や

の

崇
高
な
事
業
に
ど
協
賢
い
…

動
や
運
営
巻
促
進
す
る
こ
と
が
一
ム
軽
自
動
車
免
許
以
上
の
、
自
動
一

思
わ
れ
ま
す
。

一一
選
{
災
害
、
救
助
活
た
だ
き
、
も
れ
な
く
赤
十
字

川

で
き
、
公
正
な
社
会
性
書
め
一
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
お
ら
一

ム
農
耕
作
業
用
自
動
車
の
最
高
速
一…

学

員

動
、
そ
の
他
わ

社

員

に
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
…

る
大
き
な
要
因
と

な

り

手

。

一

れ

る

人

は

、

官

官

点

一

度

、

毎
時
十
五
キ
ロ
メ
l
ト
一…
十

社

た

し

た

ち

を

幸

お
願
い
し
ま
す

0
2の
申
…

詰

諮

問

切

れ

れ

一

諸

問

れ

し

す

ぎ

，

一

時

な

記

長

ぺ

一…

頃

日

軒

目

的

措

見

守

山

…

れ
非
常
に
成
果
を
あ

げ

て

い

ま

一

一

一

一

-

i

j

一一

れ

ぺ

た
め
に
、
日
々
総
代
議
じ
て
申
込
ん
で
く
…

ロ

伊

良

諒

一

女

子

従

業

員

一
任
消
印
は
全
額
会
社
負
担

一一

ヂ

γ
見

守

て

時

十
十
字
の
健
命
と
事
…

は
一つ
思
い
切
っ
て
、
は
じ
め

一

な

ど

募

集

中

一

AU
M何M
M
f
口
引
け
ま

一応

一

プ

々

赤

十

字

に

業

、
社
員
の
制

度

予
一に
つ

…

て
い
た
だ
ま
た
い
と
思
い
ま
す
一
共
栄
毛
織
株
式
会
社
(
愛
知
県
)
一

(大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

一
~
5
‘

対

す

る

期

待

と

い

て
は
、
各
一向
に
印
刷
物
を
…

ζ
つ
し
て
は
じ
め
た
ら
よ
い
か
一で
は
女
子
従
業
員
を
多
数
募
集
し
一

，

一…
そ
の
事
業
も
大
き
く
な
っ
て

お
配
り
い
た
し
ま
す
何
で
ご

…

わ
か
ら
な
い
点
は
社
会
教
育
課

一て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
大
村
一
け
し
、
大
麻

「
け
し
」
並
一
川
ま
い
り
ま
し
た
。

覧
く
だ
さ
い。

に
お
た
ず
ね
に
な
れ
ば
、
い
つ

一公

共

職

業

安

定

所

に

早

め

に

申

込

一

び

に

大

麻

の

一川
と
の
赤
十
ヂ
が
よ
〕
よ
く
盾

(
円
赤
大
村
市
附
区
)

で
も
出
向
い
て
、
会
室
め
な

一
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
の

栽

培

者

へ

不

正
栽
培
L
E
--
M
3
2
2一E
S
E
-
E
い
S
2
3
2
3
E
S
E
-
i

が
ら

一
緒
に
話
し
合
い
た
い
と

一ム
資
格
本
年
中
学
卒
業
者
お
よ
一
つ
い
て
は
例
年
ど
協
力
を
願
って

一、
i
t〈
i〈
〈

j
t〈
?

思
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
申
一

び
十
八
才
ま
で
、
身
長
一
四
八
一
い
ま
す
が
、

本
年
も
「
け
し
」

の
一…

一

農

事

メ

モ

出
て
く
だ
さ
い。

一

円ン
、
体
重
四
五
キ
ロ
ペ
視
力
O
一開
花
期
な
ら
び
に
「
犬
度
的
播

一

;
i
j

一

・

八

以

上

一

種

期

を

控

え

そ

の

不
正
栽
培
の
発
一

一ム
選
考
は
五
月
上
旬

1
中
旬
安
定
一
生
が
憂
膚
さ
れ
、
特
に
鍛
賞
用
と

十

一

所
で
行
う
。

一

し
て
変
種
の
も
の
キ
栽
培
さ
れ
る
一

一ム
初
任
給
は
手
取
一一
一千
八
百
五
十
一
む
き
も
め
り
ま
す
の
で
、
不
足
栽司

円
、
昇
給
と
賞
与
は
年
二
回
赴
一

培
の
防
止
に
つ
い
て
ど
協
力
会
お

(
市
教
委
)

四
月
か
ら
取
扱

手
続
き
を
改
正

み
V

散

布

量

致
、
同
司
副
|日

必
予

別

日

初

幻

、〈

k
dp七

馬
鈴
薯

m
H
ρb 

ナ

ス

m
H
ob 

ト

マ
ト

比

H

qo 
pu 

タ
パ
コ

mHH

唱

ipも

そ
の
他

m
H

シ
ス
ト
ロ
ン

三

O
O倍
四

二

O
g

使

稀

釈

周波反
当

量使原

用

薬
剤
名

倍

数

1/ 

ん'

シ
ス
ト
ロ
ン
三

O
O倍
四

二

0
9

ノf

シ
ス
ト

ロ
ン

三

O
O倍
四

二

O
g

D
D
T
 

i
l
 

朽
m
W
5

三

・
五
同

〆"

f〆

1/ 

1/ 

ベ
ス
ト

ロ
ン
ω

三
五

O
伯

三

六

O
P

1/ 

甘
し
ょ
の

変
間
挿
苗
を
行

う
ビ
ニ
ー
ル
育
苗
は、

聴
聞
は

ビ
ニ
ー
ル
を
取
の
ぞ
き
、
自
然

の
環
境
に
よ
く
な
ら
し
て
拘
き

ま
し
ょ
う
@
ま
た、

夜
温
度
が

低
い
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け

保
温
に
つ
と
め
苗
が
よ
く
伸
び

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

麦
間
挿
苗
の
予
定
地
に
は
あ
ら

か
じ
め
畝
の
申
に
堆
肥
お
よ
び

既
肥
を
一
ア
ー
ル
当
り
一反
当
)

一コ
0
0九
(
三
O
O
〆
)
ぐ

ら
い
を
施
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

苗
取
時
期
と
そ
の
方
法

農
林
一
号
や
二
時
で
は
、
九
寸

前
後
に
な
れ
ば
切
っ
て
よ
い
も

の
で
す
が
、
ベ

ニ
セ
ン
ガ
ン
の

よ
う
に
節
の
つ
ま
っ
た
品
種
は

七
J
八
寸
に
な
れ
ば
切
り
ま
す

と
の
際
い
ず
れ
も
葉
は
九
枚
J

十
枚
つ
い
て
い
る
あ
の
で
す
@

苗
の
長
さ
が
、
一一尺
以
上
に
伸

び
た
も
の
を
二
つ
切
り
ま
た
は

三
つ
切
り
に
し
て
用
い
お
腎
慣

が
あ
り
ま
す
が、

こ
れ
は
惑
い

方
法
で
す
。

植
付
の
適
期

地一組
が
摂
氏

十
九
度
以
上
に
な
れ
ば
植
付
げ

ま
す
@
(側m
i
A
の
成
熟
前
十
日

位
)
と
れ
は
、

大
村
地
区
で
は

大
体
王
月
中
旬
ど
ハ
-は
な
り
ま

す
。
(
農
業
改
良
普
及
所
)

近
頃
は
密
集
が

乾
燥
し
て
い
ま

す
。
火
元
に
注

意

し

ま

し

ょ

う


